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１． はじめに 
多視点カメラを用いて撮影した映像をコンピュータで処

理することにより，自由な視点からの見え方を再現するこ

とを目的とした研究が活発に行われているが，正確な見え

方の変化を再現するためには，膨大な手間と計算コストを

必要とするという問題が存在する[1]． 
古山らは，被写体となる人物（前景領域）の３次元形状

を一枚のビルボードに近似することにより，撮影から提示

までの処理を実時間で実行可能な方式を提案したが，背景

領域に関しては３次元 CAD モデルを用いるにとどまって

いる[2]．本研究では，背景領域の自由視点映像生成を，簡

単な操作で生成することを目的とする． 

2 ．背景領域の自由視点映像の生成手法 
スタジアム，体育館などに設置されたカメラによって撮

影された映像を入力とした場合、ほとんどの背景領域は遠

方に存在していると仮定することができる．本節では，こ

の仮定に基づき，図１に示すような簡単な操作により自由

視点映像を生成する手法について述べる． 
背景領域をフィールドやコートなどの地面領域と，それ

に直立する遠景領域に分けて考える．まず，入力画像中の

遠景領域と地面領域の境界線上に存在する２点の座標を手

動で取得する．この２点を地面とカメラの撮像面間の２次

元射影変換を用いて世界座標系に変換する．この２次元射

影行列はキャリブレーションによりあらかじめ算出されて

いるものとする．次に，世界座標系上に投影した２点の座

標間の距離と，入力画像のアスペクト比から，世界座標系

における入力画像の４隅の座標を計算することにより、地

面領域に直立する遠景領域の 3 次元形状モデルを獲得する．

この遠景領域の 3 次元形状モデルに、撮影した画像を貼り

付け自由視点映像を生成する． 
本手法は，世界座標系上での位置を基準に多視点画像の

はり合わせを行うため，画像のサイズ，撮影位置などに依

存しない．また，画像上の 2 点を指定するだけという簡単

な操作により実現可能であるため，入力カメラ台数の増加

にも容易に対応可能である． 
 

3．映像生成実験 
国立代々木第二競技場において，５台のカメラを用いた

撮影実験を行い，自由視点映像を生成した．図２に、２視

点から撮影した画像を用いて生成した自由視点映像の例を

示す．実写の映像を貼り付けているため，写実性の高い映

像の生成が可能である．つなぎ目の部分において，テクス

チャの連続性が損なわれてしまっているが，これは，遠景 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
領域がカメラの光軸に対して垂直ではなく，かつカメラの

奥行き方向に大きく変化しているためである． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4．まとめ 
簡単な操作により，スポーツシーンの遠景領域における

自由視点映像を生成する手法を提案した．今後は画像間の

つなぎ目におけるずれを軽減する手法について検討してい

く． 
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図１．簡易な操作による背景の３次元モデリング 

図２．生成した背景の自由視点画像 
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